






<要約>

  ムコ多糖症マス・スクリーニングヘ向けて、現行の神経芽細胞種のマス・スクリーニン

グ用尿ろ紙 1098 枚を用いてパイロットスタディーを行った。神経芽細胞腫の検査済み尿

ろ紙の利用については、保護者に主旨説明書と同意書用紙を配布し書面によるインフォー

ムドコンセントを得られた検体(平成 7年年末現在で 6力月児 265 枚、  1 才 6 力月児 833

枚)を対象として検索を行った。ムコ多糖の抽出条件は昨年度の検討を基に 20OmM のトリ

ス蟻酸緩衝液(pH9.0)で 60 度で 1時間の処理とした。酸性ムコ多糖の測定は DMB 法、クレ

アチニンの測定にはピクリン酸法を用いた。結果をムコ多糖(mg)/クレアチニン(g)で表す

と 6 ヵ月児の平均 232.0、標準偏差 194.6,  1 歳 6 力月児の平均 175.3、標準偏差 176.6

であった。今回の結果に十分数の同年齢患者尿の結果を加えることによりカットオフ値設

定の検討が可能であると考えられた。


